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山西防災ヘリポート竣工式・合同訓練

奈良県防災航空隊ヘリコプター やまと2000

記念撮影

竣工式　車谷村長挨拶

和歌山県立医科大学付属病院　ドクターヘリ

防災ヘリの説明を受ける

奈良県警察航空隊
ヘリコプターあすか
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防災 てんかわ
第37回
◆ 山西防災ヘリポート竣工式・合同訓練 ◆

　６月27日に山西地区において山西防災ヘリポート竣工式、並びに奈良県防災航空隊等との合同訓
練を実施いたしました。
　竣工式では、車谷重高村長が挨拶をし、続いて銭谷春樹議長、今西勉山西区長からもご挨拶をいた
だきました。また、西部地区の議会議員様、区長様も御来賓としてご出席いただき、式典は盛大に行
われました。

　式典に続いて実施した合同訓練では、まず、和歌山県ドクターヘリが防災ヘリポートに着陸し、地
上で待機していた救急車から負傷者を引き継ぐ連携訓練を行い、その後、奈良県警ヘリコプター「あ
すか」が山西地内で要救助者が出たという想定のもと、要救助者を搬送する訓練を行いました。
　続いて、奈良県防災ヘリ「やまと2000」が着陸し、要救助者の搬送訓練や上空視察を実施し、最
後に参加者全員で記念撮影を行いました。

　６月27日、防災ヘリポート訓練に先立ち山西地区にお
いて避難訓練を実施しました。
　訓練では、台風による大雨で土砂崩れが発生したとい
う想定で、防災行政無線により午前７時50分に避難準備
情報を発令、午前８時10分に避難指示を発令しました。
　午前８時18分には、当日参加できなかった方を除き
19名の方々が山西地区集会所に避難を完了しました。非
常持出袋を持って避難された方がほとんどで、中には自
宅から30分余りかけて徒歩で避難された方もあり、防災
意識の高さが伺えました。

車谷重高村長
　平成23年の紀伊半島大水害以来、安全・安心の村づくりに取り組んでおります。ヘリポートの
整備はその一つとして、国の助成を受け設置に踏み切り、このような立派な施設が完成しまし
た。今後は、あらゆる場面を想定しながら安全・安心の村づくりを地区の皆様とともに進めてい
きます。

銭谷春樹議長
　今回完成したヘリポートは、村民を災害から守るだけではなく、今後医療の一旦を担う重要な
拠点としても期待でき、うれしく思います。「備えあれば憂いなし」というように常にどんな状
況でも対応できる体制をつくっておくことが重要だと思います。

今西 勉 山西区長
　紀伊半島大水害では、道路の寸断、停電などライフラインが断たれて不安な日々を過ごしまし
たが、このようなヘリポートができて心強く思います。一方で、やはり「自分の命は自分で守
る」のが基本なので、普段から防災について近所で話し合うようにしたい。

山西防災ヘリポート竣工式・合同訓練

山西区避難訓練
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　６月11日、天川村において「奈良県・市町村長
サミット」が開催されました。
　「奈良県・市町村長サミット」とは、市町村を
取り巻く課題について知事と市町村長が意見交換
を行いお互いの課題や状況を把握するための場で
あり、平成21年度から定期的に実施されておりま
すが、天川村では平成20年に実施した会議に続
き、今回で２回目の開催となりました。
　会議当日は、天川村山村開発センター大ホール
に知事・副知事や県幹部、県内の市町村長ら多数
の方々が一堂に会し、意見交換を行いました。

　平成27年７月１日より、森林林業の活性化に向けた取り組みを強化するために、森林政策課を設
置しました。村民の皆様にはご指導ご鞭撻を宜しくお願い致します。

あなたの声を！
巡回行政相談所を開設します

　みなさんが行政に対し日頃感じておられる種々の疑問、要望等にお応えし行政の民主的運
営に役立てるため巡回行政相談所を開設します。国や県、役場の仕事について、「わからな
い」「困っている」ということがありましたら、お気軽にご相談下さい。なお、相談は無料
で秘密は厳守いたします。

日　　　　時：８月25日（火）　午後１時30分〜午後４時
相 談 場 所：塩野地区集会所
行政相談委員：中村　猛

◦森林政策全般　　　　◦森林保全全般
◦村有林の管理　　　　◦林業振興
◦国立公園の保全　　　◦鳥獣対策全般

主 な 業 務

天川村で「奈良県・市町村長サミット」が開催されました

森林政策課を新たに設置しました
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　台風11号は南海上からゆっくりと北上、７月16日午後11時頃に高知県に上陸し、上陸後もスピー
ドは上がらず16日午後から17日未明にかけて本村にも長時間にわたり大雨をもたらしました。
村では、午後11時15分に全村に避難準備情報を発令し警戒にあたりました。
　台風の概況と被害状況については次のとおりです。

◆ 避難準備情報の発令
　16日　午後11時15分　天川村全域に発令（防災行政無線）
　　　　 �降り始めからの総雨量が300ミリに達する可能性が高まり、さらにその後も降雨が予想

されたため発令しました。
　17日　午後２時30分　避難準備情報を解除しました

◆ 総雨量
　○川迫　636ミリ　　○洞川　380ミリ
　○沢谷　400ミリ　　○九尾　387ミリ
　○栃尾　419ミリ　　○籠山　366ミリ

◆ 被害状況
　○�沖金地内　　半　　壊　１世帯（住家兼店舗）
　○�坪内地内　　被災世帯　８世帯（基礎被害等）
　※�被災世帯数は７月21日現在の数で今後の調査
　　�により増える可能性があります

◆ 自主避難等
　避難者（公共の避難所への避難者）　合計　26名
　避難所施設
　○�山村開発センター　○�ほほえみポート天川
　○�南日裏地区集会所　○�沖金地区老人憩いの家
　○�和田区民ホール　　○�山西地区集会所

　車谷重高 村長

◆ 村民集会の中止について
　７月17日に予定していた「差別をなくす村民集会」は、台風接近のためやむを得ず中止とさせて
いただきました。

　台風11号により被災された方々には心から御見舞い申し上げます。被害の状況が判明しつつありま
すが、坪内地区の災害については原因の調査中であり、今後国県等の関係機関と連携して早急な復旧
対策を講じて参る所存であります。また、消防団や各区役員の皆様方におかれては、危険な状況の
中、避難・警戒に御尽力を賜り厚く御礼を申し上げます。
　さて、災害から命を守るためには、少しでも危険を感じたら早め早めに「逃げる」ことが大切です。
村から「避難勧告」や「避難準備情報」が発令される前でも、みなさん自身で判断して、被害が発生
するまでに避難するようにしてください。
　また、村では今後も災害時などに避難しやすい環境を作っていくため、避難訓練などを通じて支援
して参ります。

　台風11号 被害状況のまとめ緊急速
報

天川　2015年７月16日（１時間ごとの値）　降水量
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台風11号経路図（速報）

台風経路図
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平成27年度も臨時福祉給付金が給付されます 支給要件
●支給対象者
・平成27年度分の住民税が課税されていない方が対象です。
※ただし、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は対象となりません。

●支給額　　・１人につき　６,０００円

●申 請 先：天川村役場　健康福祉課（ほほえみポート天川）
　　　　　　基準日（平成27年１月１日）時点で住民票が天川村にある方が対象です。
●申請期間：平成27年８月３日（月）〜10月30日（金）（郵送31日まで）
●提出書類：申請書等を該当者と思われる世帯主の方に郵送します。
　　　　　　（申請したすべての方に給付されるわけではありません）

●申請書に記載した指定口座に入金されます。
　※金融機関口座を持っていないなど、振込による支給が
　　困難な場合には窓口で受け取ることができます。

　●  平成27年度は、２つの給付金のどちらの要件にも該当する方については、「臨時福祉給付金」
と「子育て世帯臨時特例給付金」の両方を受け取ることができます。

　● その場合、両方の給付金について、それぞれ申請が必要となります。

申　請　方　法

給付金の受取方法

● 申請方法に関するお問い合わせ
　 天川村役場　ほほえみポート内　健康福祉課：☎（６３）９１１０

● 制度に関するお問い合わせ
　 厚生労働省　２つの給付金に関する専用ダイヤル：☎０５７０（０３

み な

７）１
いい

９
きゅうふ

２

問い合わせ先

｢臨時福祉給付金｣（簡素な給付措置）や｢子育て世帯臨時特例給付金｣ の

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。
ご自宅や職場などに市区町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、
郵便が届いたら、迷わず、お住まいの市区町村や最寄りの警察署（または警察相談専用電話
（♯9110））に御連絡ください。

！

・課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合
　（住民税において、どなたかの扶養となっている場合）
・生活保護の受給者である場合　など
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　社会を明るくする運動の強調月間である７月を目前に控えた６月24日、天川村山村開発センターに
おいて、犯罪や非行のない明るい社会づくりを目的に第65回社会を明るくする運動天川村推進委員会
を開催したところ、多数関係機関の方々に参加いただきました。
　会議では、啓発を中心とした今年の活動計画について協議を行い、また、吉野警察署の船迫副署長
より、最近の奈良県内及び吉野警察署管内の犯罪情勢を踏まえた講話をいただきました。

　７月１日午後１時から、森本保護司、澤田警部補
（川合駐在所）、水谷巡査長（洞川駐在所）と役場事
務局により啓発車とパトカーで村内全域をパレード
し、犯罪や非行の防止に対する理解と協力について地
域の方々に呼びかけを行いました。

　７月の強調月間が終わった後も引き続き犯罪のない明るい社会づくりにご協力よろしくお願いします。

〜第65回社会を明るくする運動〜
『防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り』
天川村推進委員会

村内全域啓発パレード

2016年版 奈良県民手帳　１冊500円

　県民の皆様に親しまれております奈良県民手帳の
2016年版（平成28年）の予約受付をいたします。表
紙は県章の色である�す

・ ・ ・
ほう色及び黒色の２種類から選

んでいただけます。
　希望される方はお早めに御予約下さい。
価　格　一冊　500円
　　　　（10月に発売を予定しています）
お申し込み方法
　�購入を希望される方は氏名・申込冊数・表紙の色を、
８月24日（月）までに天川村役場地域政策課までお申
し込み下さい。
　※締め切り厳守でお願いします
お問い合わせ
　天川村役場　地域政策課　統計係
　☎６３−０３２１（内線１５２）
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　６月13日（土）大淀町大前梨果園農
場で吉野警察署主催の「交通安全事故
ナシ（梨）作戦」梨の文字入れが実施
されました。天川村からは、天川村交
通安全協会、天川村交通安全母の会の
方々に参加していただきました。
　気持ちのいい日差しの中、直径３㎝
ほどの小さな実にアイスピックで「交
通安全」などの標語を刻みました。秋
にはこの日書いた文字が茶色く浮かび上がるので、９月の交通
安全期間中に「交通安全事故ナシ」の願いを込めて歩行者やド
ライバーに配られます。

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎64‒0999　℻64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

8月8日（土）13：00〜16：30
　真夏なのに洞窟の中はヒンヤリ、いや寒い！関西では珍しい鍾乳洞探検（２カ所）と有名な名
水のひみつ！
　歩行時間計約２時間（小中学生を中心に）（※小雨決行）
【講　師】聖徳中学校校長　森本　昭博先生
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター【定　員】50名　【時　間】13：00〜16：30
【持ち物】水筒・帽子・タオル・雨具・筆記用具・すべりにくい靴等【参加費】2,000円（小中学生半額）（※入洞料含む）

親子で挑戦！ヒンヤリ鍾乳洞探検と名水のひみつ

「交通安全事故ナシ（梨）作戦」梨の文字入れに参加しました

梨の文字入れ

練習風景

開会式
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　６月20日（土）に元中学校教諭の尾上聖子先生をお迎えして洞川エコミュージアムセンター自然
観察会、外来種「ジキタリス」引抜きボランティアツアーを観音峯山で実施しました。このツアー
は、ベニバナヤマシャクヤクなどの極めて貴重な植物がある観音峯山に数年前から繁殖しているヨー
ロッパ原産の毒草「ジキタリス」を駆除し、この山にしかない自然を守ることを目的としており、今
年で５年目の実施となりました。
　過去４年間の成果によりジキタリスの生育範囲は昨年よりさらに小さくなっており、まだ成長途中
のジキタリスの芽の駆除も積極的に行え、しっかりとした駆除活動を行うことが出来ました。
　【当ツアーの成果】参加者24名。駆除面積、約１ヘクタール。

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　洞川エコミュージアムセンター
　　　　　　　　　☎64‒0999　℻64‒0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

8月22日（土）10：00〜15：30
　ボランティア団体てんもんぶの皆さんの指導の元ペットボトルロケット作りから打ち上げまで体験でき
ます。午前中のロケット作りは開催スペースの都合により、付き添いの保護者は最大２名まで。また、乳
幼児のご参加はなるべくご遠慮下さい。午後からのロケット打ち上げは皆さんにご参加頂けます。
【講　師】てんもんぶ　代表　槌谷　則夫氏
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター【定　員】20名　【時　間】10：00〜15：30
【持ち物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・ぬれてもいい服装・1.5Ｌ炭酸飲料用ペットボトル２本・筆記用具
【参加費】3,000円（小中学生半額）

ペットボトル・ロケットを打ち上げよう！

今年も実施しました「ジキタリス」引抜きボランティアツアー

除去作業 ジキタリス

集合写真 ベニバナヤマシャクヤク
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薬湯センターみずはの湯
「夏休み特別営業」のお知らせ

８月中（毎日） 　※１時間延長：全施設
　　受付は午後８時30分まで（９時閉館）

８月11日（火）
８月12日（水）
８月13日（木）
８月14日（金）
８月15日（土）
８月16日（日）
※お盆前後などの混雑日に天の川温泉では、30分以上の待ち時間が出ますのでご了承ください。

　おひとりでも多くのご利用をお待ちしております！

※　エコミュージアムセンターは、８／12は臨時開館致します。
※　村立資料館は、８／11に臨時開館致します。
※　山上ヶ岳歴史博物館は、日曜・祝日と、８／３、８／13〜16に開館致します。

13日～16日は
洞川温泉、天の川温泉は
「朝10時」から開館

（１時間早く開館）

洞川温泉及び天の川温泉ご利用の場合、各駐車場の駐車
料金は「１時間30分無料」となります。

＊例年どおり、８月中は「１時間延長」営業
≪８月の予定≫

＊お盆は、休まず「特別営業」

　薬湯センターみずはの湯では、経営改善事業の一環として８月31日（月）までの夏休み期間中に
限り、営業時間を下記のとおり変更して営業しております。ぜひご利用下さい。

　８月13日は木曜日ですが、お盆ですので休まず営業致します。

開館時刻：正午（なお、８/13〜８/16については午前11時00分開館）
受付終了時刻：午後９時30分（午後10時閉館）
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　５月から６月にかけて実施した各種健（検）診の結果は、いかがでしたか？
　必ず結果通知をご確認いただき、適切な対応をしていただきますようお願いしま
す。
　特に、要精密検査と判定された方は必ず医療機関で受診するようにして下さい。
　又、この機会に普段の生活習慣について振り返ってみてください。
　結果についてわからないこと等がありましたら、下記までお気軽にご連絡ください。

　乳がんの個別検診の受付を実施しています。受診を希望される人は、ほほえみポート天川内健康福祉課
（☎６３−９１１０）までお申込み下さい。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、40歳以上の女性
　　　　　　　　　　　　※受診回数は２年に１度とされています。
　　　　　　　　　　　　　昨年受診された方は今年度受けることができません。
　○受　診　病　院　：　町立大淀病院、鎌田医院田園診療所（五條市）
　　　　　　　　　　　　※受診を希望される病院に各個人でご予約の上、受診ください。
　○個 人 負 担 金　：　1,500円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。受診券を発行します。
　○申込み受付期間　：　平成28年２月28日まで
　　　　　　　※�また、日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。正しい方法を理解し、

日ごろから実施するよう心がけてください。
　　　　　　　※自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方は下記までご連絡ください。

　子宮がん個別検診の受付を行っています。この検診は、各医療機関での受診となります。子宮がん検診
（集団）に体調不良などで受診できなかった人も、この機会にぜひ受診ください。詳しくは、ほほえみポー
ト天川内健康福祉課（☎６３−９１１０）までお問い合わせください。
　○受　診　対　象　：　天川村に住民票をおく、20歳以上の女性。
　○受　診　病　院　：　奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関
　　　　　　　　　　　　（個人でご予約の上、受診してください。）
　○個　人　負　担　：　2,000円
　○申 込 み 方 法　：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。
　　　　　　　　　　　　受診券を発行します。
　○申込み受付期間　：　平成28年２月28日まで
　　　　　　　下記の生年月日に当てはまる方は平成27年度の個人負担が無料となります。
　　　　　　　この機会に是非受診して下さい。

健康診査の結果について

乳がん個別検診のご案内

子宮がん個別検診のご案内

乳がん検診
40歳　昭和49年４月２日〜昭和50年４月１日
45歳　昭和44年４月２日〜昭和45年４月１日
50歳　昭和39年４月２日〜昭和40年４月１日
55歳　昭和34年４月２日〜昭和35年４月１日
60歳　昭和29年４月２日〜昭和30年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成６年４月２日〜平成７年４月１日
25歳　平成元年４月２日〜平成２年４月１日
30歳　昭和59年４月２日〜昭和60年４月１日
35歳　昭和54年４月２日〜昭和55年４月１日
40歳　昭和49年４月２日〜昭和50年４月１日
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　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　８月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 16 日 

 17 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 18 火 診　　察 検 査 日  資源１

 19 水 診　　察 診　　察  

 20 木 休　　診   診察（西尾医師）  不　燃

 21 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 22 土 

 23 日

 24 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 25 火 診　　察 検 査 日  資源１

 26 水 診　　察 診　　察  

 27 木 休　　診   診察（西尾医師） 心の健康相談会 資源２

 28 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 29 土 

 30 日 

 31 月 休　　診 休　　診  燃　焼

見える所に貼り、ご活用下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　 国保診療所・ほほえみポート天川　　・ごみ収集　８月の予定表

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

 １ 土 

 ２ 日 

 ３ 月 診　　察 診　　察  燃　焼

 ４ 火 診　　察 検 査 日  資源１

 ５ 水 診　　察 診　　察  

 ６ 木   診察（松村医師）   診察（西尾医師）  不　燃

 ７ 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 ８ 土

 ９ 日

 10 月 休　　診 休　　診  燃　焼

 11 火 診　　察 検 査 日  資源１

 12 水 診　　察 診　　察  

 13 木 休　　診   診察（西尾医師）  資源２

 14 金 診　　察 診　　察  燃　焼

 15 土 

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、
気持ちがすっきりとせず不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談
は無料で、個別相談となっておりますので、予約制です。また、定員に達し次第受付
を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　天川村では、高齢者肺炎球菌予防接種が一部定期接種に含まれたことにより、65歳以上の人、また60〜
64歳の特定疾患を持つ人の肺炎球菌予防接種について、接種費用の一部を公費負担させていただくことに
なりました。肺炎球菌予防接種は５年に１回の接種となります。対象となり、接種を希望される人は、是非
この制度をご利用ください。（入院先・入所施設先での接種にもご利用いただくことができます。）
　　　公費助成対象　：　天川村に住民票がある65歳以上の人、また60〜64歳の特定疾患を持つ人
　　　公費負担金額　：　お１人につき　3，000円（生活保護世帯は全額公費負担となります。）
　　　　　　　　　　　　医療機関では、接種費用から3，000円引いた金額をお支払い下さい。
　　　　　　　　　　　　※課税・非課税世帯の料金の区別はありませんので、ご了承ください。
　　　お 申 込 み　：　医療機関宛の文書が必要ですので、接種前に下記までお申し出ください。

　天川村国保診療所での接種を希望される場合、対象の人につきましては3，000円分差し引いた金額での
ご案内となっておりますので、上記手続きは必要ありません。
　肺炎球菌予防接種の予約は直接天川村国保診療所窓口にてお申し込みください。

心の健康相談会のご案内

高齢者肺炎球菌予防接種公費助成に関するお知らせ

天川村国保診療所で接種される場合

開　催　日�：�８月27日（木）　　　　会　場�：�ほほえみポート天川
内　　　容�：�個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。

連絡先　☎63−9110
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　第３回天の川鮎まつりを天川薬湯センターみずはの湯
において６月21日（日）に開催いたしました。
　今年は、「川」メインテ−マにした、こどもジャコ釣
り大会、水生昆虫の観察会と「鮎」をテーマにした天川
村漁業協同組合による鮎釣り大会が開催されました。
　開会式終了後から土砂降りの雨になったため、どうな
る事か心配しましたが、30分程で晴れ上がり、釣りを
するのに良い天候となりました。
　しかしながら、前日からの雨の影響で河川の水温が低
かったため、子どものジャコ釣り大会は、２匹が最高記
録となり、大人の鮎釣り大会は16匹釣り上げられた方
が優勝と、厳しい釣り大会となりました。
　また水生昆虫観察会は、京都御苑自然観察会講師であ
る谷幸樹さんを講師に実施しました。山西地区の河川に
は大きなヤゴが多く生息していますが、クロカワムシ
（ゴムシ）が少なく、上流部との生息環境の違いを勉強
しました。
　３回目となるこのイベント、子どもから大人まで参加
者同士のふれあいを通じて豊かな天川の自然を満喫して
いただきました。

　７月７日に洞川龍泉寺にて七夕参道祈願護摩が行われました。今回
の行事では短冊飾りや竹灯りの作成といった下準備から、祈祷護摩に
参加し手を合わせるなど、天川村内の幼小中、子供達が積極的に協力
してくれたおかげで大成功を収めることができました。短冊に込めら
れた祈りが成就するよう護摩として焚き上げられました。その後、子
供達がつくった竹灯りの中で蛍の観賞も行われました。大阪から来た
末次保育園の子供達30人をはじめ村外からも多数の来訪者、短冊が
届き大盛況でした。

七夕参道実行委員会
洞川地区青少年健全育成会

「第３回天の川鮎まつり」を開催しました

七 夕 祭 り 大 成 功 ！

手を合わせる子供達 蛍 竹灯り

お焚き上げ
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年
第
二
回
天
川
村
議
会
定
例

会
が
、
六
月
五
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し
ま
し

た
。
会
期
に
つ
い
て
は
六
月
十
日
ま
で
の
六

日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

承
認
事
項

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇ 

天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

▽�

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税

の
税
率
及
び
法
人
村
民
税
均
等
割
の
税
率

の
適
用
区
分
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
見
直

し
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇ 

固
定
資
産
税
の
納
期
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
固
定
資
産

税
の
評
価
替
え
年
度
に
お
け
る
納
期
の
特

例
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇ 

天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽�

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

平
成
二
十
七
年
第
二
回
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り
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こ
ろ
で
す
が
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

３
点
目
に
林
業
の
活
性
化
に
対
す
る
取
り

組
み
と
、
従
事
者
の
育
成
、
そ
れ
に
伴
う
村

営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

村
外
か
ら
の
若
者
も
、
林
業
に
従
事
で
き

る
雇
用
体
制
づ
く
り
、
技
術
の
継
承
等
に
配

慮
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
林
業
従
事

者
だ
け
に
限
ら
ず
、
一
人
で
も
多
く
の
若
者

が
、
村
に
安
定
し
て
も
ら
う
に
は
、
村
営
住

宅
の
建
設
等
、
受
け
皿
の
充
実
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

林
業
の
再
生
と
雇
用
体
制
、
そ
れ
に
伴
う

住
宅
問
題
は
地
方
創
生
の
三
本
柱
で
も
あ

る
、
ひ
と
、
ま
ち
、
し
ご
と
に
関
す
る
重
要

課
題
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

◇
車
谷
村
長
答
弁

　

西
部
地
域
の
道
路
と
観
光
は
一
連
性
あ
る

い
は
関
連
性
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
合
わ
せ
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

県
道
53
号
高
野
天
川
線
、
通
称
『
す
ず
か
け

の
道
』
は
村
西
部
地
域
の
み
な
ら
ず
、
天
川
村

全
体
の
振
興
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
路
線
と
認

識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
高
野
山
と
大
峯
山
を

結
ぶ
重
要
な
経
路
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
道
路
へ
の
土
砂
流
出

が
見
ら
れ
通
行
止
め
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
は
、
庵
住
地
区
で
安
全

対
策
、
防
災
の
観
点
か
ら
、
治
山
の
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

　

道
路
の
拡
張
の
み
な
ら
ず
斜
面
の
災
害
防

除
工
事
も
含
め
て
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
村
で
は
道
路
整
備
に
関
し
て
は

沿
線
の
五
條
市
・
野
迫
川
村
・
高
野
町
と
連

携
し
て
国
・
県
に
対
し
て
鋭
意
整
備
要
望
活

動
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
就
任
挨
拶
の
時
に
近
畿
地
方
整
備

局
長
に
も
こ
の
路
線
の
整
備
に
つ
い
て
強
く

訴
え
、
ご
認
識
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
と
し
て
は
、
実
質
的
な
整
備
は
県
の
事

業
と
し
て
行
わ
れ
る
た
め
に
、
事
業
を
円
滑

化
す
る
た
め
に
地
権
者
対
策
等
の
側
面
サ
ポ

ー
ト
を
行
い
な
が
ら
、
今
後
も
、
『
す
ず
か

け
の
道
』
の
整
備
は
村
の
最
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
い
わ
ゆ
る
地
方
創
生
先
行
型

事
業
と
し
て
、
こ
の
道
中
に
あ
る
史
跡
等
を

調
査
し
て
新
た
な
観
光
資
源
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
行
な
い
西
部
地
域
の
活
性
化
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
西
小
学
校
の
校
舎
を
活
用
し
、

体
験
学
習
教
室
や
農
産
物
等
の
販
売
、
地
域

の
自
然
・
歴
史
・
文
化
の
情
報
収
集
と
提
供

を
行
う
交
流
の
場
と
し
て
、
住
民
と
一
体
と

な
る
西
部
地
区
の
拠
点
づ
く
り
を
し
て
、
今

回
地
方
創
生
事
業
、
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業
で
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

所
信
表
明
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
よ
う
に
、
河
川
流
域
に
も
み
じ
や
桜
を

植
樹
し
、
清
流
を
見
せ
る
配
慮
、
そ
の
地
区

が
持
つ
特
有
の
良
さ
を
前
面
に
出
し
て
い
く

と
い
っ
た
、
景
観
環
境
づ
く
り
を
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
観
光
面
に
つ
き
ま
し
て

は
、
考
え
て
い
る
部
分
は
沢
山
ご
ざ
い
ま
す

が
、
質
問
の
回
答
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
今
西
議
員
の
質
問

　

あ
る
と
こ
ろ
で
奈
良
県
は
南
部
の
発
展
な

し
に
、
奈
良
県
の
発
展
は
な
い
と
い
う
話
を

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
て
感
銘
し
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
天
川
村
に
お
い
て
も
、
今

後
西
部
の
発
展
な
し
に
天
川
村
の
発
展
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
天
川
西
部
の
観
光
開
発
と
道
路
整
備

は
、
消
滅
危
機
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
自
治
体

か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
早
期
に
取
組
ん

で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
車
谷
村
長
答
弁

　

南
部
振
興
の
た
め
に
も
、
天
川
村
が
吉
野

郡
の
核
と
な
り
、
吉
野
郡
の
中
で
も
観
光
、

林
業
に
お
い
て
モ
デ
ル
に
な
れ
る
よ
う
、

我
々
が
地
方
創
生
事
業
に
必
死
に
取
り
組
ん

で
い
き
、
い
ろ
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て
、
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
、
ま
た
文
化
、
観
光
と
い
っ
た
魅
力

の
備
わ
っ
た
村
で
す
。
そ
れ
を
最
大
限
活
か

し
な
が
ら
、
こ
の
地
域
発
展
の
た
め
に
努
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
質
問
の
中
で
抜
け
て
お
り
ま
し
た
林

業
の
こ
と
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

林
業
の
活
性
化
・
従
事
者
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
本
村
に
と
っ
て
欠
く
事
の
出
来
な
い

施
策
で
あ
り
、
こ
の
成
否
如
何
に
よ
っ
て

は
、
村
の
行
く
末
が
決
ま
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

　

今
議
会
に
お
い
て
「
森
林
政
策
課
」
の
設

置
を
上
提
し
、
森
林
村
で
あ
る
天
川
村
に
お

〜
そ
の
他
〜

◇ 
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

▽�
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
事
業
を
実
施
す
る
に
当

た
り
、
既
定
の
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◇ 

天
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

▽�

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度

ま
で
に
診
療
所
医
療
機
器
、
中
学
校
整
備

事
業
等
を
追
加
す
る
必
要
が
生
じ
た
の

で
、
既
定
の
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

一
般
質
問

　

最
終
日
（
十
日
）
に
一
般
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

◇
今
西
議
員
の
質
問

　

村
長
の
公
約
の
中
か
ら
観
光
・
西
部
地
区

の
道
路
改
良
、
林
業
の
活
性
化
と
雇
用
体
制

に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
基
幹
産
業
で
も
あ
る
観
光
産
業
で

す
が
、
洞
川
地
区
・
中
央
地
区
の
更
な
る
観

光
振
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
今
後

は
西
部
地
区
の
新
た
な
観
光
開
発
も
考
え
て

行
く
べ
き
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
お
考

え
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

次
に
西
部
地
区
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

生
活
道
と
し
て
、
高
野
天
川
線
の
観
光
道

と
し
て
、
又
防
災
面
か
ら
も
災
害
に
強
い
道

路
を
目
指
し
て
、
早
期
整
備
が
望
ま
れ
る
と
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◇
車
谷
村
長
答
弁

　

観
光
の
遊
歩
道
の
整
備
、
或
い
は
遊
歩
道

の
新
設
に
つ
い
て
で
す
が
、
天
川
村
内
の
拠

点
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
東
部
地
域
の
中

に
あ
る
ミ
タ
ラ
イ
渓
谷
よ
り
観
音
峰
ル
ー
ト

の
開
発
、
或
い
は
簡
易
的
な
常
用
モ
ノ
レ
ー

ル
な
ど
の
道
の
整
備
も
必
要
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ル
ー
ト
の
開
拓
に

は
、
景
観
的
な
問
題
や
立
木
の
伐
採
、
安
全

性
を
考
慮
し
、
登
山
道
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
野
洞
川
の
弘
法
大
師
の
道
で
あ

る
旧
道
『
す
ず
か
け
の
道
』
も
、
歴
史
と
文

化
の
あ
る
道
で
す
の
で
整
備
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

重
点
的
な
拠
点
づ
く
り
と
し
て
西
部
地
域

或
い
は
弁
天
さ
ん
の
中
央
地
域
、
東
部
の
ミ

タ
ラ
イ
、
洞
川
地
域
の
各
拠
点
を
整
備
し
、

遊
歩
道
だ
け
で
は
な
く
、
河
川
環
境
の
保

護
、
あ
る
い
は
河
川
環
境
を
守
る
た
め
の
施

策
、
も
み
じ
・
さ
く
ら
等
の
植
樹
と
い
っ

た
、
見
せ
る
観
光
づ
く
り
も
合
わ
せ
て
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
柿
坂
議
員
の
質
問

　

栃
尾
火
葬
場
に
つ
い
て
質
問
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

栃
尾
火
葬
場
は
平
成
３
年
に
建
設
さ
れ
ま

し
て
、
そ
れ
か
ら
19
年
間
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
22
年
に
新
設
さ
れ
、
そ
の

年
に
栃
尾
区
と
10
年
間
の
契
約
を
結
ん
だ
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
昨
年
の
平
成
26

年
に
そ
の
契
約
の
延
長
を
村
の
方
か
ら
申
し

入
れ
た
と
こ
ろ
、
不
調
に
終
わ
っ
た
と
３
月

議
会
で
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

村
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の

か
、
村
長
に
お
尋
ね
を
致
し
ま
す
。

◇
車
谷
村
長
答
弁

　

現
在
、
栃
尾
地
内
で
稼
働
し
て
い
る
天
川

村
火
葬
場
は
、
平
成
３
年
11
月
に
事
業
費
約

９
０
，
０
０
０
千
円
を
掛
け
建
設
し
、
そ
の

後
平
成
22
年
７
月
に
約
８
９
，
０
０
０
千
円

の
事
業
費
で
全
面
改
修
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

改
修
後
は
、
煙
・
匂
い
等
環
境
対
策
に
万

全
を
期
し
た
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
運
用
の

火
葬
業
務
を
専
門
業
者
に
ま
か
せ
な
が
ら
稼

働
し
、
環
境
対
策
は
良
好
な
状
態
が
保
た
れ

て
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

去
年
に
延
長
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
栃
尾

区
か
ら
は
火
葬
場
の
整
備
及
び
運
用
に
関
す

る
協
定
書
を
締
結
し
て
お
り
、
整
備
後
の
運

用
期
間
は
、
10
年
間
す
な
わ
ち
平
成
32
年
６

月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
延
長
は

認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
回
答
が
あ
り
、
そ
の

後
の
運
用
継
続
は
困
難
で
あ
る
と
私
自
身
は

聞
い
て
い
ま
す
。

　

村
の
方
針
と
し
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
考

え
ま
す
と
、
地
区
に
か
な
り
負
担
・
迷
惑
を

か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
見
直
し

を
か
け
て
新
た
な
建
設
地
を
探
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
建
設
と
な
り
ま
す
と
財
政
的
に
も

楽
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
５
年
の
間

に
建
設
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
玉
井
議
員
関
連
質
問

　

栃
尾
区
と
し
て
は
一
日
で
も
早
い
、
移
転

を
希
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

村
民
と
行
政
が
協
力
し
て
、
も
め
る
こ
と

の
な
い
場
所
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

改
修
を
し
て
ま
だ
新
し
く
て
も
っ
た
い
な

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
移
転
を

希
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
め
る
こ
と

の
な
い
場
所
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
車
谷
村
長
答
弁

　

玉
井
議
員
さ
ん
の
も
め
る
こ
と
の
な
い
立

地
建
設
を
す
る
よ
う
に
と
い
う
話
で
す
。

　

特
異
性
、
特
殊
性
を
も
っ
た
施
設
で
す
の

で
、
十
分
用
地
や
立
地
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
誰
も
が
こ
の
火
葬
場
を
利
用
で
き
て
良

か
っ
た
と
、
村
民
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
な

建
設
場
所
の
候
補
地
を
探
し
な
が
ら
、
鋭
意

努
力
い
た
し
ま
す
。

◇
銭
谷
欣
吾
議
員
質
問

　

高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
、
以
前
よ
り
意
見

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
先
般
介
護
保
険
料
が
全
国
一
位
と
い
う

報
道
に
接
し
、
団
塊
の
世
代
と
し
ま
し
て
、

私
も
こ
れ
か
ら
長
い
間
、
村
で
過
ご
し
ま
す

の
で
、
こ
の
介
護
保
険
料
を
、
村
長
の
も
と

で
３
年
間
の
間
に
全
国
一
位
か
ら
脱
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
策
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

先
般
、
村
内
放
送
で
こ
の
理
由
に
つ
き
ま

し
て
の
放
送
を
聞
き
、
私
の
周
り
の
人
た
ち

か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
の
放
送
内
容
で
す
と
、
非
常
に
心
痛
む

人
も
い
ま
す
し
、
私
も
そ
の
内
の
一
人
で
す
。

い
て
集
中
的
に
そ
の
林
業
施
策
を
立
案
し
、

実
施
す
る
部
署
を
置
く
こ
と
で
林
業
の
活
性
化

に
特
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
規
林
業
従
事
者
の
確
保
の
た
め
の
研
修

教
育
等
も
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
天
川
村
へ
の

定
住
の
門
戸
を
広
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
受
け
皿
と
し
て
の
住
宅
建

設
で
す
が
、
『
天
川
村
へ
の
転
入
、
定
住
を

目
的
と
し
た
住
宅
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

の
協
議
の
中
で
、
南
日
裏
地
区
で
想
定
し
て

お
り
ま
す
３
戸
の
住
宅
を
建
設
し
、
本
年
度

設
計
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

村
内
の
各
地
で
村
営
住
宅
の
建
設
が
可
能
な

箇
所
を
随
時
あ
た
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
空
き
家
利
用
の
取
組
と
整
合
さ
せ

な
が
ら
、
多
く
の
人
が
こ
の
天
川
村
に
住
む

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
銭
谷
欣
吾
議
員
関
連
質
問

　

村
長
の
所
信
表
明
の
中
で
、
新
登
山
道
建

設
、
遊
歩
道
の
整
備
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
災

害
以
降
、
来
村
の
観
光
客
が
増
え
て
来
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
よ
く
耳
に
す
る
こ
と

は
、
観
音
峰
か
ら
ミ
タ
ラ
イ
渓
谷
の
こ
と
で

す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
話
の

中
で
物
足
り
な
さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
話

を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
の
地
域
の
開
発
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
村
の
観
光

事
業
に
、
非
常
に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
村
長
の
お
考
え

が
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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て
は
、
直
接
的
に
介
護
保
険
給
付
に
大
き
く

影
響
を
与
え
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
小
規
模
多
機
能
型
介
護
施
設
、
こ
れ
な

ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
も
視
野
に
入
れ

て
介
護
す
る
方
、
さ
れ
る
方
が
少
し
で
も
緩

和
で
き
日
々
の
生
活
の
一
助
に
な
る
よ
う

な
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
私
は
目
指
し
て
い
き

た
い
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
展
開

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

介
護
施
設
に
お
い
て
は
、
そ
の
地
元
の
就

労
場
の
確
保
と
い
う
意
味
合
い
も
持
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
将
来
的
な
計
画
を
た
て
、
施

設
運
営
が
財
政
を
大
き
く
圧
迫
し
な
い
よ
う

な
運
営
が
肝
要
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

医
療
面
で
は
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
が
平
成
28
年
度
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
、
天

川
村
国
保
診
療
所
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
医
療
セ
ン
タ
ー
で
診
て

い
た
だ
い
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
す
ぐ
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
診
療
所
で
も
見
ら

れ
る
、
時
間
短
縮
と
い
っ
た
よ
う
な
側
面
を

も
っ
て
お
り
ま
す
。
新
医
療
体
制
が
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
院
と
し
て
奈
良
県
南
部
地
域
の

医
療
の
拠
点
施
設
と
な
っ
て
も
ら
い
、
在
宅

の
支
援
を
含
め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

と
な
る
こ
と
を
私
は
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
高
齢
者
等
検

討
委
員
会
の
意
見
や
ま
た
現
実
的
な
観
点
に

た
っ
て
、
こ
の
医
療
・
介
護
を
高
齢
者
対
策
に

取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
今
西
議
員
の
関
連
質
問

　

小
規
模
施
設
的
な
施
設
、
天
川
村
で
も
運

営
出
来
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
も

他
市
町
村
で
施
設
を
運
営
し
て
い
る
市
町
村

の
介
護
保
険
料
を
見
て
み
ま
す
と
案
外
高
い

と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
介
護
施
設
の

建
設
と
い
う
点
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
点
も

十
分
精
査
し
て
、
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
高
齢
化
率
の
高
い
天
川
村
に
お

い
て
、
こ
の
介
護
保
険
料
日
本
一
と
い
う
避

け
ら
れ
な
い
状
況
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
と
り
あ
え
ず
３
年
後
の
料
金
改
正
時
に

は
、
こ
う
い
う
日
本
一
と
い
う
汚
名
を
返
上

し
て
、
よ
り
住
み
よ
い
天
川
村
を
ま
ず
目
指

し
て
、
そ
れ
か
ら
で
も
建
設
は
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◇
車
谷
村
長
答
弁

　

３
年
間
の
猶
予
の
中
で
介
護
保
険
料
を
下

げ
て
い
き
な
さ
い
と
、
そ
れ
か
ら
で
も
建
設

は
い
い
の
で
は
と
い
う
話
で
す
が
、
実
際
、

小
規
模
多
機
能
型
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

的
な
施
設
運
営
、
施
設
の
設
置
と
い
い
ま
す

の
は
、
新
規
事
業
で
全
て
新
規
で
や
る
と
い

っ
た
発
想
を
お
持
ち
で
す
が
、
今
あ
る
物
を

利
用
す
る
こ
と
で
建
設
費
の
コ
ス
ト
が
か
か

ら
な
い
と
い
っ
た
部
分
も
合
わ
せ
て
探
し
な

が
ら
、
民
家
で
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
的
な
こ

と
も
出
来
る
部
分
も
あ
り
ま
す
し
、
極
端
な

話
学
校
施
設
の
跡
地
利
用
と
い
っ
た
こ
と
も

脳
裏
に
浮
か
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
耐
震

化
の
問
題
も
出
て
く
る
と
い
っ
た
こ
と
も
課

題
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　

地
元
で
介
護
で
き
る
よ
う
な
施
設
、
簡
易

的
な
施
設
或
い
は
施
設
ま
で
行
か
な
く
て
も

在
宅
で
も
支
援
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
、
つ
ま
り
村
内
で
起
き
る
こ
と
は
村
内
で

納
め
て
い
く
こ
と
が
本
来
こ
の
医
療
・
介
護

の
基
本
と
思
い
ま
す
が
、
今
は
外
部
の
施
設

の
預
け
る
こ
と
が
優
先
的
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

働
く
方
た
ち
や
介
護
の
さ
れ
て
い
る
方
が
父

母
を
看
て
い
く
と
い
う
の
も
な
か
な
か
難
し
い

こ
と
で
す
の
で
、
一
つ
の
助
け
に
な
れ
る
よ
う

な
在
宅
支
援
、
介
護
施
設
等
を
充
実
さ
せ
て

い
く
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

３
年
間
の
猶
予
中
で
保
険
料
を
低
く
す
れ

ば
と
い
う
話
で
す
が
、
合
わ
せ
て
次
の
展
開

も
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
第
一
回
天
川
村
議
会
臨
時

会
が
、
七
月
九
日
に
招
集
さ
れ
開
会
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
期
に
つ
い
て
は
七
月
九
日
の
一
日
間
と

定
め
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

可
決
事
項

～
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
～

◇ 

村
道
広
瀬
塩
谷
線
災
害
防
除
二
期
工
事
に

か
か
る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽�

村
道
広
瀬
塩
谷
線
災
害
防
除
工
事
に
か
か

る
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
も
の
で

す
。

　

端
的
に
申
し
ま
す
と
村
内
に
高
齢
者
向
け

の
施
設
を
作
っ
て
、
村
外
に
入
所
す
る
方
を

少
し
で
も
少
な
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

後
は
、
高
齢
者
の
健
康
に
生
活
が
出
来
る

村
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
行
く
し
か
な
い
と

こ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。
村
長
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
車
谷
村
長
答
弁

　

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
の
第
６
期

の
天
川
村
の
介
護
保
険
料
が
全
国
で
最
も
高

く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
残
念

に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

結
局
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

原
因
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
村
の
広
報
・
自

治
体
放
送
・
無
線
放
送
等
を
通
じ
て
、
村
民

の
皆
さ
ん
に
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
将
来
的
な
介
護
保
険
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
施
設
入
所
者
を
少
な
く
し
、
介
護
保
険

給
付
費
の
抑
制
と
い
う
側
面
と
、
介
護
支
援

事
業
所
等
の
設
置
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

の
充
実
と
い
っ
た
相
反
す
る
施
策
を
同
時
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
給
付
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
「
村

民
の
皆
さ
ん
が
健
康
に
な
れ
ば
、
保
険
料
が
安

く
な
る
」
と
い
う
啓
発
を
し
、
「
村
民
主
体
の

通
い
の
場
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
、
国
・

県
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
先
進
地
等
の
調
査
ま

た
研
究
を
行
い
、
天
川
村
に
あ
っ
た
形
で
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
つ
い

て
で
す
が
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
建
設
に
つ
い

平
成
二
十
七
年
第
一
回
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
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お し ら せ

　

各
昇
格
・
異
動
は
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

◆
参
事　
※
地
域
政
策
課
課
長
兼
務

　
　

樋
口　
　

貢
（
地
域
政
策
課
課
長
）　

◆
課
長

　
産
業
建
設
課

　
　

水
口　

俊
仁
（
教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
）

　
森
林
政
策
課

　
　

豕
瀬　
　

充
（
産
業
建
設
課
課
長
）

◆
課
長
補
佐

　
教
育
委
員
会
事
務
局　

　
　

三
浦　
　

眞
（
住
民
課
主
査
）

◆
主
査

　
産
業
建
設
課

　
　

尾
登　

正
紀
（
地
域
政
策
課
主
査
）

　
住
民
課

　
　

井
筒　

貴
子
（
健
康
福
祉
課
主
査
）

　
　

更
谷　

美
和
（
総
務
課
主
査
）

　
総
務
課

　
　

西
岡
レ
イ
子
（
住
民
課
主
査
）

　
地
域
政
策
課

　
　

前
田　

博
文
（
産
業
建
設
課
主
査
）

　
　

森
田　

郁
代
（
住
民
課
主
査
）

◆
主
事

　
健
康
福
祉
課

　
　

青
木　
　

愛
（
地
域
政
策
課
主
事
）

　
森
林
政
策
課

　
　

宮
脇　

慎
也
（
産
業
建
設
課
主
事
）

◆
主
事
補

　
住
民
課

　
　

上
田　

竜
司
（
産
業
建
設
課
主
事
補
）

※
（　

）
内
は
旧
所
属
部
署
及
び
職
名

【
資
格
認
定
共
通
試
験
】

対
象

　

�

県
内
の
市
町
村
で
、
排
水
設
備
に
関
係
す

る
各
種
申
請
及
び
排
水
設
備
の
設
計
、
施

工
及
び
維
持
管
理
を
す
る
人

試
験
日
時

　

平
成
27
年
11
月
４
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

試
験
場
所

　

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

　

（
橿
原
市
小
房
町
11
番
５
号
）

受
講
料

　
８
，５
０
０
円（
振
込
手
数
料
は
各
自
負
担
）

※�

テ
キ
ス
ト
・
問
題
集
は
個
別
に
（
公
社
）

日
本
下
水
道
協
会
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

　

（
テ
キ
ス
ト�

２
，５
０
０
円

　
　

問
題
集　

�

２
，０
０
０
円
）

【
受
験
講
習
（
希
望
者
の
み
）
】

開
催
日
時

　

平
成
27
年
10
月
28
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

開
催
場
所

　

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

　

（
橿
原
市
小
房
町
11
番
５
号
）

受
講
料

　
３
，０
０
０
円（
振
込
手
数
料
は
各
自
負
担
）

※�

テ
キ
ス
ト
・
問
題
集
は
個
別
に
（
公
社
）

日
本
下
水
道
協
会
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

　

�

（
テ
キ
ス
ト�

２
，５
０
０
円

　
　

問
題
集　

�

２
，０
０
０
円
）

受
付
場
所　
役
場�

産
業
建
設
課
（
１
階
）

受
付
期
間　
平
成
27
年
８
月
24
日
（
月
）
〜

　

９
月
４
日
（
金
）
ま
で

　

（
但
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※�

試
験
実
施
要
綱
・
申
込
用
紙
は
役
場
に
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
産
業
建
設
課

ま
で

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
等
の
う

ち
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が

い
な
い
場
合
に
、
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象

　
�

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者
。

２
．
戦
没
者
等
の
子
。

３�

．
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
生
計
関
係
者
を

有
し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が

同
じ
で
あ
る
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹
。

４�

．
前
期
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦

没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内

の
親
族
。

請
求
期
限　
平
成
30
年
４
月
２
日

お
問
い
合
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
ほ
ほ
え
み
ポ
ー
ト
天
川
）

　

☎
63
︱
９
１
１
０

　

奈
良
弁
護
士
会
で
は
、
広
く
一
般
市
民
に

法
的
知
識
の
普
及
を
は
か
る
た
め
、
毎
月
第

２
土
曜
日
に
無
料
で
市
民
法
律
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

開
催
日
時

　

平
成
27
年
９
月
12
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

開
催
場
所　
奈
良
弁
護
士
会
館

テ
ー
マ　
消
費
者
問
題

申
し
込
み
方
法

　

�

は
が
き
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
７
４
２
︱

23
︱
８
３
１
９
）
に
て
希
望
講
座
、
郵
便

番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番

号
を
記
入
の
上
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
に

送
付

お
問
合
せ
先

　

奈
良
弁
護
士
会　

奈
良
市
中
筋
町
22
︱
１

　

〒
６
３
０
︱
８
２
３
７

　

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
８
３
１
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
︱
23
︱
８
３
１
９

　

�

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す

　
�

平
成
27
年
７
月
１
日
付
で

　

人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

�

平
成
27
年
度
奈
良
県
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
認
定

共
通
試
験
・
受
験
講
習
に
つ
い
て

　

�

「
市
民
法
律
講
座
」
の

　

お
知
ら
せ



�1

I N F O R M A T I O N

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
は
が
ん
患
者
や
家
族
同
士

が
悩
み
や
不
安
を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
同

じ
体
験
を
し
た
仲
間
が
集
う
場
で
す
。
初
め
て

の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

　

平
成
27
年
９
月
11
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
吉
野
保
健
所
２
階
大
会
議
室

対 

象　
奈
良
県
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
が
ん

患
者
、
そ
の
家
族
（
申
し
込
み
先
着
30
名
）

内
容　
①
講
演
会

　

（
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
35
分
）

・
テ
ー
マ

　

医
療
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
講
師

　

奈
良
県
立
医
科
大
学
健
康
政
策
医
学
講
座

　

講
師　

岡
本
佐
和
子　

氏

②
交
流
会
（
午
後
２
時
45
分
〜
午
後
４
時
）

　

が
ん
患
者
、
家
族
同
士
で
情
報
交
換

申
し
込
み
方
法

　

�

左
記
の
問
合
せ
先
へ
の
電
話
、
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加

人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

（
申
し
込
み
締
切
り
平
成
27
年
８
月
31
日
）

参
加
費　
無
料

お
問
合
せ
先

　

奈
良
県
吉
野
保
健
所
健
康
増
進
課

　

母
子
・
健
康
推
進
係

　

☎
０
７
４
７
︱
64
︱
８
１
３
４

　

（
月
〜
金
《
休
日
の
ぞ
く
》
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
７
︱
52
︱
７
２
５
９

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

８
月
11
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
診
断

（
整
形
外
科
学
部
）

　

８
月
11
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　

※
受
付
締
切
８
月
10
日

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

８
月
21
日
（
金
）
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

８
月
28
日
（
金
）
午
後
３
時
〜
午
後
４
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
︱
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会
で
は
、

県
民
の
耳
鼻
咽
喉
科
疾
患
の
予
防
の
啓
発
と

健
診
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
鼻

に
関
す
る
「
講
演
会
」
と
「
無
料
相
談
」
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
左
記
の
と

お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
時

　

８
月
27
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

開
催
場
所

　

�

「
奈
良
県
中
小
企
業
会
館
」
４
階　

小
会

議
室

　

奈
良
市
登
大
路
町
38
︱
１

　

近
鉄
奈
良
駅
①
番
出
口
よ
り
徒
歩
１
分

　

☎
０
７
４
２
︱
26
︱
６
６
０
２

内
容

・
テ
ー
マ
「
鼻
の
病
気
と
匂
い
の
話
」

・
講
師　

奈
良
県
立
医
科
大
学

　

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
学
教
室
教
授

　

北
原　

糺　

先
生

・
無
料
相
談

　

�

鼻
を
含
め
耳
鼻
咽
喉
科
全
般
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

・
担
当
医
師

　

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医

お
問
合
せ
先

　

奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

※
事
前
予
約
は
不
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
１
期
分
の
納
期
限
は
８
月
31
日
（
月
）

第
２
期
分
の
納
期
限
は
11
月
30
日
（
月
）

　

第
１
期
分
・
第
２
期
分
の
納
付
書
を
ま
と

め
て
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

　

（
第
二
期
分
の
、
納
付
書
は
、
納
期
限
ま

で
保
管
し
て
い
た
だ
き
、
納
期
限
（
11
月
30

日
）
ま
で
に
納
付
し
て
下
さ
い
。
）

※�

年
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、
第
１

期
分
の
納
期
に
全
額
納
付
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※�

第
１
期
分
・
第
２
期
分
ま
と
め
て
第
１
期

分
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
制
度
も
ご
活

用
下
さ
い
（
お
申
し
込
み
は
金
融
機
関
で
）

お
問
い
合
せ
先　
奈
良
県
中
南
和
税
事
務
所

　

☎
０
７
４
４
︱
48
︱
３
０
０
４

①
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

　

（
陸
海
空
の
任
期
制
隊
員
）

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
不
要

予
約
必
要

　
�

平
成
27
年
度
第
２
回
が
ん
患
者
サ
ロ

ン
「
よ
し
の
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

�

鼻
に
関
す
る
「
講
演
会
」

　

「
無
料
相
談
会
」
の
ご
案
内

　

�

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ

　

�

平
成
27
年
度　

自
衛
官
採
用
試
験

　

の
お
知
ら
せ



��

お し ら せ

応
募
資
格　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
間

　

平
成
27
年
７
月
１
日
（
水
）
〜
９
月
上
旬

試
験
日

〔
男
子
〕

※�

男
子
は
志
願
者
数
が
多
い
た
め
、
左
記
の

と
お
り
、
数
回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
16
日（
水
）、同
17
日（
木
）

　

�

平
成
27
年
10
月
３
日（
土
）、同
４
日（
日
）

〔
女
子
〕

※�

志
願
者
が
少
な
い
場
合
は
、
11
月
以
降
に

も
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
27
日
（
日
）

試
験
会
場　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

試
験
種
目

　

�

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
及
び
作

文
）、口
述
試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

②
一
般
曹
候
補
生
（
男
女
）
一
次
試
験

　

（
陸
海
空
の
「
曹
」
を
目
指
す
隊
員
）

応
募
資
格　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

受 

付
期
間　
平
成
27
年
８
月
１
日（
金
）〜

　

９
月
８
日
（
火
）　

締
切
日
必
着

試
験
日　
平
成
27
年
９
月
19
日
（
土
）

試
験
会
場　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

試
験
種
目

　

�

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
英
語
及
び
作

文
）
、
適
性
検
査

二
次
試
験　
平
成
27
年
10
月
11
日
（
日
）

※�

細
部
は
10
月
２
日
（
金
）
の
一
次
試
験
合

格
発
表
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。

③
海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生
（
男
女
）

一
次
試
験

　

�

海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
幹

部
自
衛
官
）
を
専
門
的
に
養
成
す
る
コ
ー

ス
で
す
。

応
募
資
格　
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満

受 

付
期
間　
平
成
27
年
８
月
１
日
（
土
）
〜

９
月
８
日
（
火
）
締
切
日
必
着

試
験
日　
平
成
27
年
９
月
23
日
（
水
）

試
験
会
場　
航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

試
験
種
目

　

�

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
英
語
の
他
、

社
会
又
は
理
科
）
、
適
性
検
査

二
次
試
験

　

�

平
成
27
年
10
月
中
旬
〜
下
旬
の
間
で
予
定

（
航
空
身
体
検
査
、
口
述
試
験
等
）

※�

細
部
は
10
月
９
日
（
金
）
の
一
次
試
験
合

格
発
表
後
に
ご
案
内
し
ま
す
。

三
次
試
験

　

平
成
27
年
11
月
中
旬
〜
12
月
中
旬
の
予
定

　

�

詳
細
は
、
左
記
の
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　

五
條
地
域
事
務
所

　

奈
良
県
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
︱
12

　

サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

　

�

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
用
）

　

奈
良
地
方
法
務
局
で
は
、
不
動
産
及
び
商

業
・
法
人
登
記
申
請
手
続
に
関
す
る
相
談
に
つ

い
て
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
い
よ
う
、
登
記

手
続
相
談
の
予
約
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
左
記
お
問
合
せ
先
に
相
談
の

日
時
や
相
談
内
容
を
ご
連
絡
頂
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

受
付
日
時

　

（
月
〜
金
《
祝
日
・
年
末
年
始
の
ぞ
く
》
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

お
問
合
せ
先

・
奈
良
法
務
局
（
本
局
）

　

☎
０
７
４
２
︱
23
︱
５
２
３
０

　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
⑥

登
記
管
轄
区
域

　

�

不
動
産
（
奈
良
市
・
生
駒
市
・
大
和
郡
山

市
・
天
理
市
・
山
辺
郡
山
添
村
・
生
駒
郡

（
斑
鳩
町・平
群
町・三
郷
町
・
安
堵
町
））

　

商
業
・
法
人
（
奈
良
県
全
域
）

・
五
條
支
局

　

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
２
４
８
４

登
記
管
轄
区
域

　

�

不
動
産
（
五
條
市
・
吉
野
郡
（
吉
野
町
・

大
淀
町
・
下
市
町
・
黒
滝
村
・
天
川
村
・

野
迫
川
村
・
十
津
川
村
・
下
北
山
村
・
上

北
山
村
・
川
上
村
）
）

１�

．
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら

れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運

局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

２�

．
外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人
自
治
会
な

ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な
ど
の
う

ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

�

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
税
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
だ
け
で
は
な

く
、
ご
家
族
の
方
も
問
い
合
わ
せ
や
返
還

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

�

保
管
証
券
返
還
の
ご
案
内
は
、
左
記
大
阪

税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

お
問
合
せ
先

　

大
阪
税
関　

監
視
部　

取
締
総
括
部
門

　

〒
５
５
２
︱
０
０
２
２

　

大
阪
市
港
区
海
岸
通
２
︱
１
︱
４

　

☎
０
６
６
︱
５
７
６
︱
３
１
１
５

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

大
阪
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

(http://www.custom
s.go.jp/osaka/)

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

Osaka-koho@
custom

s.go.jp

　

�

「
登
記
手
続
相
談
予
約
制
」
の

お
知
ら
せ

　

�

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お

返
し
し
て
い
ま
す



��

　６月18日にプール開きをしてからいろいろな水遊びを楽しんでいます。

　保育所では泡遊び・プール遊びを、幼稚園では、わにさん歩き・バタ足・プール滑り台な

どで、その子なりの目標をもって楽しく取り組んでいます。安全に十分注意しながら、この

時期ならではの遊びを十分楽しみたいと思っています。

水遊び楽しいよ！水遊び楽しいよ！

保育所・幼稚園だより

泡遊び楽しいよ！
水遊びって楽しいね。

すべり台楽しいよ！
ワニさん歩きできるように

なったよ！
もぐれようになったよ！
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今
年
８
月
15
日
に
日
本
は
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
本
村
で
も
、
８
月
７

日
（
金
）
午
前
11
時
か
ら
役
場
の
駐
車
場
に
あ
る
戦
没
者
慰
霊
碑
前
に
お
い
て
、
天
川
村

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
致
し
ま
す
。

　
日
本
遺
族
会
は
、
国
の
礎
と
な
ら
れ
た
英
霊
顕
彰
を
は
じ
め
戦
没
者
の
遺
族
の
福
祉
の

増
進
、
救
済
す
る
道
を
開
く
と
共
に
、
道
義
の
昂
揚
、
品
性
を
育
み
、
世
界
の
恒
久
平
和

の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
組
織
で
す
。
今
月
は
天
川
村
の
遺
族
会
で
会
長

を
務
め
る
、
中
久
保
照
幸
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

天
川
村
遺
族
会　

会
長

中ナ
カ

久ク

ボ保　

照テ
ル　

幸ユ
キ 

さ
ん

遺
族
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

天
川
村
の
遺
族
会
で
は
毎
年
有
志
に
よ
り
黙
祷
を
捧
げ
る
、
般
若
心
経
を
あ
げ
る
等
英
霊
に
対
し
て
の
供
養
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
昨
年
は
役
場
の
支
援
も
あ
り
、
30
人
程
で
靖
国
神
社
へ
の
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
毎
年
武
道
館
で
行
わ
れ

る
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
奈
良
県
代
表
と
し
て
参
列
し
、
献
花
も
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
川
村
に
限
ら
ず
様
々
な
地
域
の

遺
族
会
で
、
継
承
し
て
い
く
人
が
だ
ん
だ
ん
と
薄
れ
て
い
く
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
遺
族
中
心
で
あ
り
高
齢
化
、
過
疎
化

の
影
響
を
受
け
が
ち
な
た
め
で
す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
や
そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
戦
没
者
の
方
を
忘
れ
ず
、
心
を
寄
せ
て
頂
く
た
め

に
、
そ
の
記
憶
を
子
や
孫
に
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
願
い
ま
す
。

今
考
え
る
平
和
と
い
う
も
の

　

昨
今
で
は
安
全
保
障
に
関
わ
り
世
の
中
も
様
々
に
意
見
が
分
か
れ
、
大
き
な
騒
ぎ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
正
直
な
所
、
こ
の

動
き
に
つ
い
て
は
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。
国
と
し
て
の
あ
り
方
を
考
え
た
場
合
に
必
要
な
面
も
わ
か
り
ま
す
が
、
気
持
ち
の
上

で
は
平
和
な
ま
ま
で
い
て
く
れ
た
ら
と
い
う
考
え
が
よ
り
強
い
で
す
。
武
器
を
手
に
取
り
牽
制
し
合
う
も
の
で
は
な
く
、
お
互
い

を
慈
し
み
思
い
や
る
気
持
ち
に
よ
る
真
の
世
界
平
和
と
い
う
も
の
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
は
戦
後
に
は
今
日
食
べ
る

米
に
も
事
欠
き
生
活
に
余
裕
が
な
く
、
つ
ら
い
思
い
も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
国
や
人
種
が
違
っ

た
と
し
て
も
、
同
じ
苦
し
み
や
悲
し
み
を
誰
に
も
味
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
う
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
大
切
に
す
べ
き
こ
と

　

近
頃
は
様
々
な
こ
と
に
対
し
感
謝
す
る
と
い
う
気
持
ち
が
欠
け
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
自
然
や

人
、
自
分
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
に
対
し
て
感
謝
す
る
気
持
ち
が
今
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
が
今
こ
う
し
て
平
和
に
過
ご
し
て
い
る
の
も
、
一
つ
に
は
戦
没
者
の
方
が
命
を
懸
け

て
戦
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
時
に
は
戦
没
者
の
こ
と
も
思
い
出
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
周
囲
に
感
謝
し
、
他
者
を
尊
重
し
慈
し
む
心
、
そ
う
い
っ
た
失
い
が
ち
な
も
の
を
忘

れ
ず
、
損
得
勘
定
だ
け
で
な
い
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
機
会
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。


